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ツブルクであった．この男爵として，ドイツ貴族系譜書（Gotha, Freiherr 1939, S. 209）から２人が浮かび上がる．１８８３
年生まれのゲオルク・M. J. K. （出生地ヴェルトハイム）と１８８８年生まれのゲオルク（出生地リピク）である．２人の
出生地はいずれも俘虜名簿の本籍地ヴュルツブルクと異なる．他方では，海兵隊少尉ゲオルク・フォン・ヘルトリン
ク男爵は，Ehrenrangliste 1930, S. 1075によれば１８８８年生まれである（出生地は不記載）．したがって，久留米のヘル






































































































































































































（久留米収容所 １９９９，p．５６；横田 ２００２，p．１１６；久留米収容所 ２００３，p．６２）であった．③はヘルトリンクと推






















































































































（注１）久留米収容所 ２００３，pp．４０，４２，４４．さらに，久留米収容所 １９９９，pp．１３，４２；横田 ２００２，pp．１０３，１０５を参照．






















































































































































































































































































名簿 １９１５は俘名 １５と略記し，俘虜名簿 １９１７を俘名 １７とした．久留米収容所 １９９９は久収 ９９と略記し，久留米収
容所 ２００３を久収 ０３とした．
（１）クルト・アーリンゲ（Alinge）は海兵第６中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．５［久留米；ザクセン・ツィッタ












































Gotha, Briefadel １９４１，S．４９；松尾 ２００２ ，p．１２３．彼は恵比寿座演芸会のレアンダーに出演した．
（１１）ベーム（Böhm）は俘名 １７，p．９によれば，久留米収容所に２人いた．膠州砲兵大隊第５中隊の二等兵カルル
















































































名 １７，p．１７．彼は久留米収容所の舞台に立った．津村 ２０００，p．４５；瀬戸 ２００１，p．７５［久留米］．恵比寿座演芸会
のトーニに出演した．
（３１）パウル・フィッシャー（Fischer）は海兵・砲兵中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．１７［久留米；グリューナ


















ルリーン］；俘名 １７，p．１９．彼は久留米収容所の演劇で大いに活躍した．津村 ２０００，pp．４３，４６；瀬戸 ２００１，p．７８
［久留米］．彼は恵比寿座演芸会のレアンダーに出演した．
（３６）コンラート・ギャラー（Galler）は海兵第１中隊の一等兵であった．俘名 １５，p．１８［久留米；ブレスラウ近郊フ


















































































































た．さらに，久留米収容所劇団の１演目で演出した．久収 ９９，pp．１３－１４，６４；津村 ２０００，p．４５；瀬戸 ２００１，p．８６
［久留米］；横田 ２００２，pp．１０１，１０３－１０４，１０６－１０８，１１０，１１６，１１８－１１９，１２１，１２３（１９１９年９月２９日の指揮者は









ゴム工業の技術発展に貢献した．津村 ２０００，p．４５；瀬戸 ２００１，p．８７［久留米］；久収 ０３，pp．１４９－１５０．日本居
住許可俘虜 １９２０は彼を「日本内地契約成立」の１人としている．彼は恵比寿座演芸会のトーニに出演した．
（６１）フランツ・ホルシュタイン（Holstein）は海兵第３中隊の予備一等兵であった．俘名 １５，p．２５［久留米；ライン
































































































































たが，拒絶された．瀬戸 ２００１，pp．７３，７８，１０５，１１３；習志野収容所 ２００１，p．６０；榎本 ２００３，p．１０５．なお，ダー



























ク］；俘名 １７，p．４２．彼は久留米収容所の演劇で大いに活躍した．津村 ２０００，pp．４４，４６；瀬戸 ２００１，pp．１０８－
１０９［久留米］．彼は恵比寿座演芸会のレアンダーとトーニに出演した．
（１００）リヒャルト・ニチュケ（Nitschke）は海兵第１中隊の下士官であった．俘名 １５，p．４２［久留米；ブレスラ






























俘名 １７，p．４６．彼は久留米収容所の演劇で活躍した．津村 ２０００，p．４５；瀬戸 ２００１，p．１１２［久留米］．彼の２編の
詩（「夕べのヴァイオリン」と「囚われ人の歌」）はＫ．フォークトによって作曲され，１９１９年５月２２日に歌われた．冨
田 １９９１，pp．７５－７６；久収 ２００３，p．７３．彼は久留米詩文集 １９１８に２編の文章と１１編の詩（「夕べのヴァイオリン」
を含む）を載せた．彼は恵比寿座演芸会のトーニに出演した．
（１０８）ヨハネス・プレーフェーナー（Pröfener）は海兵第４中隊の後備二等兵であった．俘名 １５，p．４５［大阪；ハンブ













































野収容所 ２００１，pp．７，２９，１１５；久収 ０３，p．１５１．日本内地居住許可俘虜 １９２０は彼を「特別事 ヲ有シ日本内地ニ
居住希望」の１人としている．
（１２１）フランツ・ザイゲル（Seigel）は膠州砲兵大隊第５中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．５４［久留米；バーデン・
ヴィントシュラーク］；俘名 １７，p．５６．ヴィントシュラ（a）ー クは地名辞典にない．ヴィントシュレ（ä）ー クはバーデ
































































































































林 １９９３，p．１３４；瀬戸 ２００１，p．１３８［大阪→丸亀→板東］；松尾 ２００２ ，pp．４２－４３，４５（注１４）（彼の本籍地とさ
れる集落，クリメンハウゼンはザクセン王国に実在しなかった）．
Annual Report of the Shanghai Municipial Council 1912 ; 1914 ; 1916.［上海市档案館］
Ausstellung−Kurume 1918 = (Die Dritte) Kunst− und Gewerbe−Ausstellung 1918 (im Lager) Kurume（『〈第３回〉久留米収容所
美術工芸展覧会』），Kurume１９１８．［久留米市文化財収蔵館］
Dichtungen von Kriegsgefangenen des Lagers Kurume Japan , Kurume 1918＝『久留米収容捕虜詩文集』１９１８．［久留米市文化財
収蔵館］
Ehrenrangliste 1930 = Ehrenrangliste der kaiserlich−deutschen Marine 1914−18 , hrsg. von A. Stoelzel, Berlin.
Gotha, Briefadel 1941 = Gothaisches genealogisches Taschenbuch, Briefadel , Jg. 33, Gotha.
Gotha, Freiherr 1939 = Gothaisches genealogisches Taschenbuch, Freiherrliche Häuser, Jg. 89, Gotha.
Heimatsadressen 1919 = Heimatsadressen der Kriegsgefangenen im Lager Bando , Japan.［鳴門市ドイツ館］
HOS 1957 = Historisches Ortsverzeichnis von Sachsen , hrsg. von Karlheinz Blaschke, Leipzig.
Japangefangene 1922 = “Tsingtaukämpfer und Japangefangene in Niederländisch−Indien”, in : Deutsche Wacht : niederländisch−
indische Halbmonatsschrift für Handels− und Kolonialpolitik, Volkswirtschaft und Völkerrecht, Batavia, Heft 5 / 1922.
Meyer 1916 (1), 1916 (2) = Meyers Orts− und Verkehrs−Lexikon des Deutschen Reichs , hrsg. von E. Uetrecht, 5. Aufl., 2 Bde.,
Leipzig / Wien.
Nachlaß Otto Lehmann＝レーマン関係資料を見よ．
松 尾 展 成２４６
－７０－
Ritter 1905, 1906=Ritters geographisch−statistisches Lexikon über die Erdteile, Länder usw., 9. Aufl., hrsg. von Johannes Penzler, 2
Bde., Leipzig.
Ronald Lutz（電子版）=Ronald Lutz, Heimatrecht am Beispiel Preußen−Deutschlands. (www.ronald−lutz.de/Armut1NEU.doc)
Schlesinger 1965 = Walter Schlesinger, Sachsen , Stuttgart. (Handbuch der historischen Stätten Deutschlands , Bd. 8)
SHB 1913 = Staatshandbuch für das Königreich Sachsen 1913.
SHB 1927 = Staatshandbuch für den Freistaat Sachsen 1927.
Stimmel 1994 = Folke Stimmel (Hrsg.), Stadtlexikon Dresden A−Z , Dresden / Basel.
Überschaar 1912 = Johannes (Hans) Überschaar, Die Stellung des Kaisers in Japan , Diss. Leipzig.
榎本 ２００３＝榎本泰子，「ドイツ人音楽家たちの足跡：工部局交響楽団の歴史（その２）」，『言語文化』（同志社大学言語
文化学会），６巻１号．












































俘虜職業調 １９１５＝「俘虜 報局 俘虜職業調 （１９１５）」，『戦時書類』および『俘虜関係雑纂１』，２２．








俘虜名簿 １９１５＝『俘虜 報局 俘虜名簿 大正四年十月調』．［久留米市文化財収蔵館］
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